２００５年度事業報告書

自２００５年４月１日　　至２００６年３月３１日

財団法人日本ホテル教育センター

２００５年度事業報告書

Ⅰ、全体概況

　　今年度は、財団設立の主旨に則り、全体的に順調な運営をすることができました。全体概況を「財団活動」と「学校運営」の二つに大別し、次によりご報告致します。

１、「財団活動」として、次の事業を行いました。

　１）「諸外国における教育システム及びカリキュラムの調査事業」の一環として、「ホテル・観光・ホスピタリティ教育機関におけるカリキュラムに関する研究」を実施しました。

　２）「ホテル及び観光業界関連資料の収集、保存、供用事業」の一環として、内外の観光関係団体の発刊する関係資料及び教材等を１３１冊収集し、図書資料室に配置しました。

また、全国のホテル観光系学校向けに開発した教科書３９種類を、全国約１００校の要請に応え、提供しました。

　３）「ホテル業界における従業員の資質向上事業」の一環として、現役のホテル勤務者を主な対象とした「ホテル産業経営塾」を２００１年５月に開塾しました。
今年度は５期生３０名が入塾し、２９名が卒塾しました。また、「ホテル業における人材アセスメントの実態」というテ－マで、第９回「ホスピタリティ教育シンポジウム」を開催し、８５名の参加を得ました。

　４）「ホテル業界における従業員の資質向上事業」の一環として、１９９８年度から、ホテルビジネス実務検定試験（略称：Ｈ検）を開始、①ホテル実務の知識体系を確立すること、そして②到達目標の設定を目的に実施、これにより業界人の資質向上へ資することを目指しています。
今年度は、ベーシックレベル２級及び１級を、３０の教育機関と企業、２,１３０名に対して実施しました。

　５）「ホテル旅館等の宿泊産業への貢献事業」の一環として、「旅館とホテル文化の国際交流シリ－ズ」の継続事業を実施しております。

今年度は、8月31日～9月6日社団法人日本観光協会台湾事務所をはじめ、内外の公的

機関、団体、企業の協力を頂戴し、日本旅館国際女将会（会長：吉田美喜）会員を中心

とする全国の旅館女将24名参加の下、「女将・イン・台湾」を主催、台北・台中・高雄

を訪問しました。

この間、9月1日、北投温泉にて中華民国温泉観光協会主催の歓迎会に出席、9月2日、公式行事として、台北市圓山大飯店にて交通部観光局及び日本交流協会をはじめとする観光関係者及びメデイア関係者約50名を招き、旅館紹介講演、ミニ商談会、記者会見、交流親睦会を開催、9月3日、烏来温泉にて烏来観光発展協会主催の交流会に出席するなど、観光関係者約200名と交流し、旅館紹介、来日促進及び相互理解に努めました。
この行事は、日本旅館の国際化を目的に、現地の観光関係者、マスコミ等、約100名を招待、旅館とホテル文化の国際交流を促進するというもの。初回、1995年パリを皮
切りに、世界の主要都市で開催してきたが、今年、第11回目は、政府のVJC重点地区の一つ、台湾で開催しました。

６）東京観光情報センターからの受託接遇研修の実施
　　　　東京観光情報センター女性スタッフ１５名に対する接遇研修を実施しました。
７）「ホテル業界リクルーティング白書」の第５版及び「ホテル業界人材アセスメント白書」の第３版発刊

２００１年度から、ホテル業界における新卒者採用の動向把握を主な目的とした調査を実施し、その結果を「ホテル業界リクルーティング白書」としてまとめ、ホテル企業や観光関係教育機関、団体等への配布を開始しました。
今年度は、同白書の第５版を発行し、加えて、日本のホテル業界における人事考課等の人材評価システム動向調査を目的とした「ホテル業界人材アセスメント白書」の第３版を発行しました。

２、「学校運営」については、次の通りです。

１）「２００５年度の学生募集」につきましては、18歳人口の減少や特に男子生徒の大学進学志向の高まりから、一段と厳しさを増して、全体の出願者数は、前年対比約１６％減、４４７名。入学者数では、約９％減で４５３名の結果でした。２００５年度の出願傾向として、昨年との比較では、昼間部９％減、夜間部で２８％減と、夜間部の減少が目立つ結果となりました。

２００５年度の期首学生数は、１年生４５３名、２年生４４９名、米・豪への留学生６１名、対前年６名減の総数９６３名でスタート致しました。この内、外国人留学生は、国費留学生５名を含め、６ヶ国から３７名となっております。

２）「就職状況」につきましては、ビジット・ジャパン・キャンペーンの外客誘致活動、また企業業績に回復傾向が見られたことなどを背景に、ホテルの求人数は、企業数で、対前年２％増の２５５社、人数では、対前年３７％減の１，４７５人となりましたが、都内及び周辺地域の求人意欲が急速に高まり、就職環境は大幅に良化しました。学生の就職状況は、新規外資系企業の新卒採用やここ数年採用を手控えてきたことによる求人増、更には求人獲得活動を積極的かつ粘り強く行なった結果、ホテル関連企業、一般企業就職希望者３４９人全員が、年度末までに、無事内定を頂くことができました。

３）「２００６年度の学生募集」につきましては、昨年同様に高校生のホテル業界への人気度は低迷傾向にありますが、出願者数は、前年対比約９％増、４８８名。入学者数では、約３％増で４６７名を確保しました。２００６年度の出願傾向として、昨年との比較では、昼間部８％増、夜間部で１１％増となり、昨年の一昨年対比で減少した分、昼間部では同程度に回復し、夜間部では半分弱を戻したものの以前低迷傾向にあります。また、ブライダル科の学生数が増加したことが特徴的な年となりました。　２００６年度の期首学生数は、１年生４６７名、２年生４０８名、米・豪への留学生６１名、対昨年２９名減の総数９３４名でスタートしております。この内、外国人留学生は、国費留学生４名を含め、６ヶ国から４４名となっております。
　　以上の通り、２００５年度は、厳しいスタートではありましたが、お蔭様で財団全体の運営は、順調に伸展させることができました。これも偏に皆様方の暖かいご支援とご指導の賜と厚くお礼申し上げます。

以上

Ⅱ、実施した事業の内容

１、財団の調査・資料収集・研修活動等

１）調査・研究活動

「諸外国における教育システム及びカリキュラムの調査事業」の一環として、「ホテル・観光・ホスピタリティ教育機関におけるカリキュラムに関する研究」を実施しました。
　２）ホテル関連書籍等の収集並びに情報提供

　　　　「ホテル及び観光業界関連資料の収集、保存、供用事業」の一環として、観光関連
団体の発刊する関係資料及び業界誌等、和書１０８冊､洋書２３冊を収集、図書資料　

室に配備、業界関係者への閲覧に供しました。これで、当財団の書籍は、洋書３,３

２５冊、和書５,３５６冊、合計８６８１冊を保有するに至りました。

　　　　並行して、これまで当財団が開発してきた、ホテル観光関連学校向けの教科書１種
類を改訂、国際儀礼に関する書籍「プロトコールの基本」を出版、通算３９種類の教科書
を揃え、全国約１００校の要請に応えました。　　　　　

３）研修・シンポジウム等

　　　　 「ホテル業界における従業員の資質向上事業」の一環として、現役のホテル勤務者を主な対象とした「ホテル産業経営塾」を開塾すると伴に、第９回目となる公開のホスピタリティ教育シンポジウムを開催しました。公開シンポジウムへは８５名、卒塾者は２９名。合計１１４名が、卒塾、参加しました。

なお、ホテル産業経営塾への卒塾者の累計は１４３名となりました。

　　　　　

　　　①「ホテル産業経営塾」２００５年度プログラム内容　　　
	回数
	日程
	テーマ／講師

	
	－
	5/13(金）
	入塾式　オリエンテーション

	第１期
	1
	5/27(金)
	グローバル ホテル マネジメント　　　　　　　　　　　　　　　　　

田中 勝 氏

・ホテル産業経営塾　副塾長　　ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル 総支配人

	
	2
	6/10(金)
	ホテルビジネスにおけるマーケティングの実際　　　　　　　　 

中尾 勇一 氏

・ソシエテ ミクニ 社長付ＣＦＯ　

	
	3
	6/24(金)
	ホテルターンアラウンド①　　　　　　　　　 
巌谷 龍 氏

・ＧＭＤ　ディレクター

	
	4
	7/　8(金)
	ホテルターンアラウンド②　　　　　　　　　
巌谷 龍 氏

・ＧＭＤ　ディレクター

	
	5
	7/22(金）
	ホテル産業の中期展望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

春口 和彦 氏

・ホテル産業経営塾　塾長　　　オフィスカズ　代表取締役

　元オータパブリケイションズ　常務取締役編集総局長　　　

現 同社編集顧問

	第２期
	6
	8/　5(金)
	レベニュー マネジメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

藤崎 斉 氏

・ウェスティンホテル東京　副総支配人

	
	7
	8/19(金)
	リスク マネジメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

三浦 雅生 氏

・五木田 三浦法律事務所　弁護士

	
	8
	9/9(金)
	レストラン マネジメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小薮　敏夫 氏 

・パークハイアット東京　顧問

	
	9
	9/30(金)
	プライシング　バリュ－オブ　ホスピタリティー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

青木　淳 氏

・カーディフ生命保険　日本代表　

	
	10
	10/14(金)
	シニア マーケティング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高橋　敦司 氏

・東日本旅客鉄道　営業部旅行業課長

	
	11
	10/28(金)
	ファシリティ マネジメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

野沢 弘樹 氏 

・大成建設 設計本部　シニアプランナー

	
	12
	11/11(金)
	人の育成と評価方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
衛藤 英則 氏

・ＰＤＩ　シニアコンサルタント

	
	13
	11/25(金)
	塾生論文方針発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
塾生

	第３期
	14
	12/9(金)
	PR戦略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

瀬戸川　礼子 氏

・リバーオフィス　ジャーナリスト

	
	15
	1/13(金)
	地方ホテルの再生　　　　　　　　　　　　　　　　

本田　敏彦　氏
・シティホテル美濃加茂　代表取締役社長

	
	16
	1/27(金)
	プレゼンテーション技法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 光永　仁氏

・ＰＤＩ　シニアコンサルタント

	
	17
	2/17(金)
	卒塾論文発表Ⅰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
塾生

	
	18
	2/24(金)
	卒塾論文発表Ⅱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
塾生

	
	－
	3/10(金)
	卒塾式


※　卒塾論文は「ホテル産業研究　第５号」としてまとめ、塾関係者をはじめとして業界関係者等に配布。

※　５名の論文を優秀論文として選び、業界専門誌「週刊ホテルレストラン」（オータパブリケイションズ）に掲載。

② 第８回ホスピタリティ教育シンポジウム：
・テーマ：「ホテル業における人材アセスメントの実態」
・日　程：８月２２日　
・参加者：８５名　ホテル・観光業界関係者

　４）ホテルビジネス実務検定試験の教材制作と説明会の実施
ホテルビジネス実務検定は、ホテル業界人の資質向上を図るため、ホテルの実務教育に関する「知識の体系化」及び「その到達目標の設定」を目的として開始されました。２００２年度には、商標登録の認可を受け（2003年3月7日確定）、第４１類（技芸・スポーツ又は知識の教授等）において「ホテルビジネス実務検定試験」及びロゴが商標原簿に登録されております。

これは、専門学校の学生及びホテル業界の一般職（新入社員を含む）を対象にした「基礎編：ベーシックレベル２級、１級」と同業界の管理・監督者を対象にした「管理編：マネジメントレベル２級、１級」から成っています。

ホテルビジネス実務検定試験ベーシックレベルの準拠テキストである「ホテルビジネス基礎編　第２版」を発行した１９９９年から６年が経過し、２００５年度に同テキストの第３版を開発しました。併せて、ホテルビジネス実務検定試験の学習効果を高めるために、第３版テキストに準拠した「ホテルビジネス基礎編　練習問題集（全６５０問）」も開発しました。テキスト、練習問題集ともに、２００６年度から全国の教育機関に導入されます。
ホテルビジネス実務検定試験の普及活動である「Ｈ検説明会」については、２００５年度は１１月２６日に東京のＴＪホスピタリティビルで、１２月１０日に名古屋のトライデントホテル・サービス事業専門学校でそれぞれ実施いたしました。

　　　　尚、２００５年度の受験者実数及びこれまでの実績は、次表の通りであります。

【２００５年度　ホテルビジネス実務検定試験受験者実数一覧】　　　　単位：人

	　
	分類
	受験団体名
	実受験者数
	認定者数合計

	
	
	
	B2ﾚﾍﾞﾙ
	B1ﾚﾍﾞﾙ
	B2ﾚﾍﾞﾙ

	1
	専門学校
	札幌ビズネスアカデミー専門学校
	82人
	45人
	127人

	2
	
	専門学校盛岡カレッジオブビジネス
	33人
	-
	33人

	3
	
	国際マルチビジネス専門学校
	33人
	22人
	55人

	4
	
	宇都宮ビジネス電子専門学校
	-
	5人
	5人

	5
	
	国際トラベル＆ホテル専門学校
	-
	80人
	80人

	6
	
	専門学校日本ホテルスクール
	408人
	327人
	735人

	7
	
	トラベルジャーナル旅行専門学校
	53人
	9人
	62人

	8
	
	東京観光専門学校
	5人
	7人
	12人

	9
	
	ＹＭＣＡ国際ﾎﾃﾙ･ﾄﾗﾍﾞﾙ専門学校
	21人
	14人
	35人

	10
	
	国際観光専門学校
	22人
	-
	22人

	11
	
	ﾄﾗｲﾃﾞﾝﾄﾎﾃﾙ･ｻｰﾋﾞｽ事業専門学校
	42人
	-
	42人

	12
	
	キャリエール旅行ホテル専門学校
	104人
	-
	104人

	13
	
	トラジャル旅行ホテル専門学校
	244人
	35人
	279人

	14
	
	大阪外語専門学校
	11人
	6人
	17人

	15
	
	ＥＣＣ国際外語専門学校
	22人
	9人
	31人

	16
	
	広島YMCA国際ビジネス専門学校
	6人
	-
	6人

	17
	
	山口キャリアデザイン専門学校
	3人
	-
	3人

	18
	
	西鉄国際ビジネスカレッジ
	144人
	126人
	270人

	19
	
	福岡観光専門学校
	9人
	7人
	16人

	20
	
	麻生外語観光カレッジ
	42人
	-
	42人

	21
	
	九州観光専門学校
	20人
	-
	20人

	22
	県立専門校
	福島県立会津高等技術専門校
	30人
	-
	30人

	23
	大学
	札幌国際大学観光学部観光学科
	36人
	-
	36人

	24
	短大
	鹿児島国際観光短期大学校
	-
	16人
	16人

	25
	ホテル企業
	ホテルジャパン日光
	13人
	-
	13人

	26
	
	ホテルジャパン箱根
	4人
	-
	4人

	27
	
	ホテルジャパン山中湖
	3人
	-
	3人

	28
	
	コーユー倶楽部軽井沢サロン
	5人
	-
	5人

	29
	
	ホテルジャパン下田
	22人
	-
	22人

	30
	
	ホテルジャパン稲取
	5人
	-
	5人

	合計
	1422人
	708人
	2130人


　　　　　※　Ｂ：ベーシック（Basic）の略

【認定結果：Ｂ２（旧３）級・Ｂ１（旧４）級の認定率と受験者実数】

２００５年度：Ｂ１級：６５．８％  ４６６人、 Ｂ２級: ７０．０％  　９９５人

２００４年度：Ｂ１級：７１．８％  ６３４人、 Ｂ２級：７９．３％  １１７７人

２００３年度：Ｂ１級：５９．７％  ６６８人、 Ｂ２級：７３．９％  １０８１人

２００２年度：Ｂ１級：５０．８％  ７７５人、 Ｂ２級：６７．７％  １０１９人

２００１年度：　３級：６１．６％  ６４３人、 　４級：７６．２％  　８９８人
５）国内外からの政府関係研修視察団の受け入れ：

計　２カ国　３８名

1 ７月７日　日本青少年旅行財団からの依頼で、
香港から心誠中学校修学旅行訪日団　　　　


 ３４名

②　10月25日　マレーシア｢東方政策産業技術研修｣　　　　　　　　　　４名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

６）旅館とホテル文化の国際交流シリーズ：その１１／女将･イン・台湾の企画・実施：
７）東京観光情報センターからの受託接遇研修の実施
　　　　東京観光情報センター女性スタッフ１５名に対する接遇研修を実施しました。

研修会概要は以下のとおりです。


【スケジュール】

１０月　２４日　１９：３０～２１：００　
　　　　　参加人数　計１５名

【内容】

1. 接遇の５原則

2. 第一印象

3. 正しい言葉遣い

4. 接遇のタブー
８）ホテル業界リクルーティング白書の第５版、および「ホテル業界人材アセスメント白書」第３版発刊

　２００１年度より、ホテル業界における新卒者採用の動向把握を目的とした調査を開始し、調査結果を「ホテル業界リクルーティング白書」としてまとめ、ホテル企業や観光関係教育機関、団体等に配布しました。
今年度は、同じ手法により調査し、その結果を同白書として３月に発刊し、ホテル企業及び関係者へ配布しました。

また、日本のホテル業界における人事考課等の人材評価システム動向調査を目的とした「ホテル業界人材アセスメント白書」の第３版も発行しました。

２、専門学校日本ホテルスクールの運営

１）出願者／入学者の状況

①過去5年間の推移　　　　
	年度・部別　　　
	昼間部
	夜間部

	
	出願者
	入学者
	入学倍率
	出願者
	入学者
	入学倍率

	2002

2003

2004

2005

2006
	339

330

383

352

361①
	319

300

324

322

326②
	1.06

1.10

1.18

1.09

1.11
	120

160

179

138

153
	111

150

175

131

141
	1.08

1.07

1.02

1.05

1.09


※2006年度生　①361人中、26名の外国人を含む。②326人中、15名の外国人を含む。
　　②2005 年度　外国人留学生・国籍別一覧（期首／昼間部生のみ）

	年次／国籍

男女別
	１年生
	２年生
	合　計

	
	男
	女
	計
	男
	女
	計
	男
	女
	計

	①韓国
②台湾
③香港
④インド

⑤モンゴル

⑥ベトナム
	4

1


	17

7

1

1
	21

7

1

1

1
	1

1

1


	3


	4

1

1


	5

1

1

1


	20

7

1

1
	25

8

1

1

1

1

	合　計
	5
	26
	31
	3
	3
	6
	8
	29
	37


※ 文部科学省から委託された国費留学生5名：インド男性1名、モンゴル女性１名、ベトナム女性１名、韓国女性２名を含みます。　

２）在学生の状況

　　　 ２００５年度在学生：昼・夜間部　　　　（期首：４月初日、期末：３月末日）

	学年・
専攻・部別
	期首・学生数
	期末・卒業者 進級者
	備 考

	
	昼間部
	夜間部
	合計
	昼間部
	夜間部
	合計
	

	一 年
	国 内
	278
	110
	388
	245
	104
	349
	

	
	留 学
	44
	21
	65
	42
	17
	59
	

	
	合計①
	322
	131
	453
	287
	121
	408
	

	在米豪留学生

　　　合計②
	41
	20
	61
	41
	20
	61
	

	ニ 年
	国 内
	240
	138
	378
	235
	132
	367
	

	
	留 学
	50
	21
	71
	45
	25
	70
	

	　　　合計③
	290
	159
	449
	280
	157
	437
	

	三 年
	合計④
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	総   計
	653
	310
	963
	608
	298
	908
	


　　　　

3） 行事関係

　　　① 4月8日
入学式


昼・夜間部

なかのZERO

　　　② 4月28日
ボーリング大会

昼・夜間部

品川ﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ

　　　③ 5月30日～5月31日
ディスカバｰ･ザ･ホテル

昼間部


ホテル見学会

　　　④ 5月30日～6月 5日
ディスカバｰ･ザ･ホテル

夜間部


ホテル見学会

⑤ 6月 1日～ 3日　　ステイマナー
昼間部（2泊3日）　　ｼｪﾗﾄﾝ東京ﾍﾞｲ

　　　⑥ 6月 4日～ 8日　 
ディスカバｰ･ザ･ホテル

昼間部


ホテル見学会

　　　⑦ 6月 6日～ 8日
ステイマナー

夜間部（２泊３日）
富士急ハイランドリゾｰト
      ⑧ 6月24日
球技大会

昼・夜間部

台東ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ

　　　⑨ 9月14日
防災体験

昼間部


池袋防災館

　　　⑩10月 5日
防災体験

昼間部


池袋防災館

　　　⑪10月20日　　　　  
防災体験             夜間部　　　　　 　　池袋防災館

　　　⑫10月28日
体育祭


昼・夜間部

台東ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ

　　　⑬11月 9日
弁論大会

昼・夜間部

なかのZERO

　　　⑭ 3月10日
卒業式


昼・夜間

東京全日空ﾎﾃﾙ

４） 海外研修旅行（方面、学年クラス名、期間、人数）
　　　　

【昼間部１年】　　　　　　　　　        　(コタキナバル３泊　KL２泊)

a　　
１月１６日～２１日　（５泊６日）　　コタキナバル～KL(ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ)　　１Ａ　　  ５２名

b　　
１月１９日～２４日　（５泊６日）　　コタキナバル～KL(ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ)　　１Ｂ　　  ５０名

c　　
１月２３日～２８日　（５泊６日）　　コタキナバル～KL(ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ)　　１Ｃ　　  ４９名

d　　
２月　２日～７日　 （５泊６日）　　コタキナバル～KL(ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ)　　１Ｄ　　  ５１名

e　　
２月　６日～１１日　（５泊６日）　　コタキナバル～KL(ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ)　　１Ｅ　　  ４９名

f　　
２月　９日～１４日　（５泊６日）　　コタキナバル～KL(ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ)　　１Ｆ　　  ５２名

　　　　【夜間部１年】

a　　
１２月１２日～１６日　（３泊５日）　　　シンガポール　　　　　　　　　　　１G・H　　 ８１名

b　
１２月１５日～１９日　（３泊５日）　　　シンガポール　　　　　　　　　　　１I　　　　　２６名

【昼間部２年】　アメリカ、ヨーロッパ、メルボルン短期留学の３コースより学生が選択

・アメリカ１１日間　(ラスベガス３泊、ロスカボス３泊、ロサンゼルス３泊)

        a  
１月１６日～２６日（９泊１１日）　　　　ラスベガス、ロスカボス、ロサンゼルス　 　４５名

        b  
１月２５日～３１日（5泊7日）　　　
　ラスベガス、ロサンゼルス　　　　　　　　 　５６名

　　　　　　　　　（第２班は２１日の出発日に成田空港が雪のため出発できず、旅程を短縮する）

        c  
１月30日～2/9日（９泊１１日）　　　　ラスベガス、ロスカボス、ロサンゼルス　　　５２名

・ヨーロッパ１１日間　（ミラノ３泊、ジュネーブ３泊、ローマ３泊）

        a  
１月１５日～２５日（９泊１１日）　　　　ミラノ、ジュネーブ、ローマ　　　　　　     ４２名

        b 
１月１７日～２７日（９泊１１日）　　　 ミラノ、ジュネーブ、ローマ　　　　　　　    ４７名      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・メルボルン短期留学４週間

　　　　　　a　 １月２７日～２月２４日（２９日間）　　　ホームスグレン・インステイチュード　　  
４５名

【夜間部２年】　ホノルル、ローマの２コースより学生が選択

（ホノルル　４泊６日間）

        a   
１月１８日～２３日（４泊６日）　　　　　　ホノルル 　　　　　　　　　　　　　　　      ５９名

　　　　　　　 （ローマ　４泊６日間）　

　　　　　　ｂ  
１月２９日～２月３日（４泊６日）　　　　　ローマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ８３名

　　　　 
５）求人、進路・就職状況
　　　① 求人の傾向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：社/人

	区分・年度
	2001
	2002
	2003
	2004
	2005

	全　　体
	会社数

人　数
	296

4,530
	328

3,944
	359

4,892
	413

6,873
	438

7,522

	内ホテル
	会社数

人　数
	210

2,352
	206

1,864
	209

1,662
	250

2,340
	255

1,475


　　　　　　　　　　　　

 　　　② 卒業生総数：４３７名　 就職希望者及び内定者： ３４９名　※

　　　　　　　　　　　　　　　　　

・進路内訳　　      海外への実務研修（１年間）　　　  　２８名

留学（海外）　　　　　　　　　　  　１３名

進学（国内）　　　　　　　　　　  　　２名

帰国（留学生）　　　　　　　　　  　　２名

アルバイト　　　　　　　　　　  　　１９名

　　　　　　　　　　　　      自己就職　　　　　　　　　　　  　　２４名

卒業保留者　　　　　　　　　 　　　６名
・就職内定者内訳   ホテル関係　　　                ２４１名

　　　　　　　　　　　レストラン関係　                　６２名

　　　　　　　　　　　ブライダル関係　　                ２２名

　　　　　　　　　　　一般企業　　　　                　２４名

③ 海外への実務研修の内訳

（1）スイス：ホテル＆レストラン　　　　４名　 過去１９カ年累計　８１名
（2）米国：ヒルトンホテル　　　      １７名　 過去１２カ年累計２２８名

　　　　（3）米国フロリダ：ディズニーワールド　３名　 過去１１カ年累計  ５５名

　　　
（4）マレーシア：シャングリ・ラ ホテル ２名　（本年度より）

※　米国ヒルトンホテル研修生：ロサンゼルス（ヒルトン・ロサンゼルス・エアポート２名、ヒルトン・ビバリー・ヒルズ１名）、サンフランシスコ（ヒルトン・サンフランシスコ１名）、ハワイ（ヒルトン・ハワイアン・ビレッジ２名）、グアム（ヒルトン・グアム・リゾート＆スパ１１名）　以上、５ホテル１７名

　　　　　　　　　　　　
６）海外の大学と単位互換、編入学、２年間の学習で学士号取得を前提に提携した姉妹校への留学編入状況
1 １９９６年提携、米国フロリダ州「Schiller International University」
これまでＪＨＳを通じて合計２１名が留学、３名中退、１７名が卒業して学士号を取得、１名が学士課程に在籍中。

留学者２１名の内訳は、ＪＨＳ１４名（学士号取得１１名、中退２名、学士課程在学中１名）、札幌ビジネスアカデミ－１名（卒業）、トラベルジャ－ナル旅行専門学校２名（卒業１名、中退１名）、トラジャル旅行ホテル専門学校３名（卒業）、専門学校西鉄国際ビジネスカレッジ１名（卒業）。

2 １９９８年提携、米国ニュ－ヨ－ク州「Paul Smith’s College」

ＪＨＳ留学者1名（卒業　学士号取得）

③ １９９９年提携、豪州ＮＳＷ州シドニ－「The Hotel School」

　　　　　　まだ留学者の実績なし。

        ④　２００３年提携、スイス・グリオンホテルスクール「Glion Hotel School」

　　留学者１名（在学中）

７）国内大学への３年次編入：２名

　　　これまで大学への編入を進路指導の一部に加え、大学との連携を推進してきましたが、２００５年度は２名が国内大学３年次へ編入しました。帝京大学１名、桜美林大学１名。
８）ＪＨＳ同窓大学（ＪＨＳ Ａｌｕｍｎｉ Ｃｏｌｌeｇｅ）の開催

　　　　　今年度のＪＨＳ同窓大学講座は、宮城地区１１名、東京地区５２名、島根地区の９名、合計３ヵ所で開催し、合計７２名が参加しました。

これは、卒業生の相互の親睦を図ること、卒業後の再教育機会を設定すること、学校

と卒業生の交流を促進することを目的として、１９９６年、創立２５周年記念JHS同

窓会で発足したもの。毎年、各主要地区において年３回程度の会合を行っています。
Ⅲ、理事・監事・評議員人事

　　２００５年度における理事、監事及び評議員の人事異動につきましては、次のとおりです。

（任期中）　理　事　　　丹　羽　　　晟　氏

２００５年６月　７日付　　重　任　　理　事　　　森　谷　哲　也　氏
（任期中）　理　事　　　石　塚　　　勉　氏
　　　２００５年５月３１日付　　新　任　　理　事　　　大　橋　洋　治　氏
２００５年５月３１日付　　重　任　　理　事　　　大　塚　陸　毅　氏

２００５年５月３１日付　　新　任　　理　事　　　勝　俣　　　伸　氏

（任期中）　理　事　　　小松原　光　雄　氏
（任期中）　理　事　　　佐々木　　　隆　氏

（任期中）　理　事　　　中　村　　　徹　氏

２００５年６月　７日付　　新　任　　理　事　　　中　村　　　裕　氏

２００５年５月３０日付　　退　任　　理　事　　　笠　木　靖　男　氏

　　　２００５年５月３０日付　　退　任　　理　事　　　野　村　吉三郎　氏

　　　２００５年５月３０日付　　退　任　　理　事　　　山　口　弘　毅　氏

　　　２００５年６月　７日付　　重　任　　監　事　　　小　林　　　清　氏

　　　　　　　　　　　　　　　（任期中）　監　事　　　山　口　祐　司　氏　　　　　　　　　　　　　　　
（任期中）　評議員　　　太　田　　　正　氏
（任期中）　評議員　　　大　谷　和　彦　氏

２００５年６月　７日付　　新　任　　評議員　　　金　子　賢太郎　氏
（任期中）　評議員　　　兼　高　かおる　氏

２００５年６月　７日付　　重　任　　評議員　　　河　上　昭　男　氏
２００５年６月　７日付　　新　任　　評議員　　　小　林　信　次　氏
２００５年６月　７日付　　重　任　　評議員　　　佐　久　間　進　氏

２００５年６月　７日付　　重　任　　評議員　　　佐　藤　義　正　氏
（任期中）　評議員　　　塩　月　弥栄子　氏

２００５年６月　７日付　　重　任　　評議員　　　清　水　信　夫　氏

（任期中）　評議員　　　津　田　暁　夫　氏
（任期中）　評議員　　　中　村　　　稔　氏
（任期中）　評議員　　　町　田　彰　佑　氏

（任期中）　評議員　　　松　井　幹　雄　氏
２００５年６月　７日付　　新　任　　評議員　　　松　沢　正　芳　氏
　　　２００５年６月　６日付　　退　任　　評議員　　　石　井　幸　男　氏
２００５年６月　６日付　　退　任　　評議員　　　福　田　　　彰　氏

　　　
　　　２００５年５月２７日付　　退　任　　評議員　　　山　地　　　進　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅳ、評議員会、理事会等の会議
　　下記の通り開催、議案について審議し、それぞれ承認可決しました。

　１、第４２回評議員会

１）日　時　　　２００５年５月３１日　１１：００－１１:５０

２）場　所　　　赤坂プリンスホテル

３) 報告事項    ２００４年度事業報告及び収支決算報告の件

　　　４）付議事項　　第１号議案　　評議員、理事、監事改選承認の件

　　　　　　　　　　　
　２、第５１回理事会

１）日　時　　　２００５年５月３１日　１３：００－１４:００

２）場　所　　　赤坂プリンスホテル

３) 報告事項    ２００４年度事業報告及び収支決算報告の件

　　　４）付議事項　　第１号議案　　評議員、理事、監事改選承認の件

　　　　　　　　　　　
　３、第４３回評議員会

１）日　時　　　２００６年３月２８日　１１:００－１１:５０

２）場　所　　　赤坂プリンスホテル

３）報告事項　　土地取得の中間報告

４）付議事項　　第１号議案　２００６年度事業計画について

　　　　　　　　　　　第２号議案　２００６年度収支予算について

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　４、第５２回理事会

１）日　時　　　２００６年３月２８日　１３:００－１４:００

２）場　所　　　赤坂プリンスホテル

３）報告事項　　土地取得の中間報告

４）付議事項　　第１号議案　２００６年度事業計画について

　　　　　　　　　　　第２号議案　２００６年度収支予算について

　　　　　　　　　　　　

Ⅴ、教育施設及び管理施設の整備

1、 コンピュータによる学務管理システムを導入。これにより、一部試行段階ではあるが、
１）各種証明書発行作業の効率化、
２）成績集計、成績表の発行及び保存作業の効率化を図り、

３）また、導入以前の成績表は、ＣＤからプリント出力ができるようにＰＤＦに保存、

４）更に、出席管理は、授業ごとに無線モバイルで各授業担当の講師が出欠をとり、自動集計され、学生の出欠状況／出席率が教科ごとにリアルタイムで把握できる、また成績表に自動記録できる方式としました。
　
２、本館の建物外壁の全面清掃を実施しました。
Ⅵ、土地建物の売買、校地の取得、校舎増築計画等の中間報告
　
１、校地・校舎の売却状況　
１）売却年月日：2005年10月1日
２）売却先：　　学校法人森谷学園
３）売却金額：　566,700,000円（塚田不動産鑑定士事務所の鑑定評価による）
４）売却物件：　土地210.67㎡　建物670.98㎡、その他建物付属設備
２、校地の取得状況
※ 物件1　磯野氏の所有地、仲田氏の借地権+建物の購入：　
１）購入年月日：2005年9月7日
２）借地面積：240.45㎡ （72.86坪）建物床面積：61,15㎡　※建物は、解体済み
３）借地料：87,283円／月（1,200円／月坪）
４）購入価格：建物22,000,000円、借地権100,000,000円　　　計122,000,000円
なお、建物は、購入後に解体、新校舎増築に向けて新地とした。
※ 物件2　仲田氏の所有土地、建物（アパート）の購入：
１）購入年月日：2006年1月30日　（明け渡し2006年3月31日）
２）土地：86.74㎡（26.28坪）
３）建物：２階建アパート（1階45.24㎡　2階 45.24㎡）　4月上旬解体予定
４）購入価格：土地98,820,000円、建物24,180,000円　　　　計123,000,000円
· これらの交渉、契約及び売買に際しては、弁護士、会計士、税理士、建築士等の立ち会いにより実施した。
　
３、増設計画の実施予定

1） 第１目標：２００６年７月着工、２００７年７月竣工
2） 第２目標：２００６年８月着工、２００７年１２月竣工
3） 所要資金：約１５億円

Ⅵ、その他

１、外部団体協力：財団として、国際ホテレスショー(３月開催)協賛団体で協力しました。

　　　　

２、２００４年６月１日、経営及び運営体制、教育体制の全般について、自己点検の結果をまとめ、インターネット上に開示を開始、２００５年度はこれを更新しました。

以上
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